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広 報あさひ

　「鬼は外！」と、大きな声で豆をまいていた子どもたち。
しばらくすると、鬼は退散していきました。

（２月３日／三川保育所）

「あさひっ子」の鬼退治 節分豆まき

「心をひとつに」共に進もう　復興あさひ



東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
情
報

〜
各
種
制
度
へ
の
申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か
〜

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
制
度

　

住
宅
が
被
害
を
受
け
た
世
帯
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

支
援
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

要
件

①
「
全
壊
」ま
た
は「
大
規
模
半
壊
」

被
害
を
受
け
た
場
合
。

②
「
大
規
模
半
壊
」ま
た
は「
半
壊
」

被
害
を
受
け
、
倒
壊
に
よ
る
危
険

防
止
な
ど
の
た
め
、
や
む
な
く
住

宅
を
全
部
取
り
壊
し
た
場
合
。

③
「
一
部
損
壊
」
被
害
を
受
け
、
敷

地
に
被
害
が
発
生
し
、
倒
壊
に
よ

る
危
険
防
止
な
ど
の
た
め
、
や
む

な
く
住
宅
を
全
部
取
り
壊
し
た
場

合
。

申
請
期
限　

●
基
礎
支
援
金
：
４
月
10
日
（木）

●
加
算
支
援
金
：
平
成
27
年
４
月
10

日
（金）企
画
政
策
課
政
策
推
進
班（
☎

62
︲
５
３
６
７
）　

旭
市
液
状
化
等
被
害
住
宅

再
建
支
援
事
業

　
住
宅
や
住
宅
の
地
盤
に
液
状
化
な

ど
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
支
援

金
を
交
付
し
ま
す
。

要
件

①
「
半
壊
」
ま
た
は
「
一
部
損
壊
」

被
害
を
受
け
た
住
宅
の
地
盤
を
復

旧
し
た
場
合
。

②
「
半
壊
」
被
害
を
受
け
た
住
宅
を

補
修
し
た
場
合
。

③
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
住
宅（
別

荘
、
空
き
家
な
ど
）を
、
全
部
取

り
壊
し
た
場
合
。

申
請
期
限　

　
平
成
27
年
３
月
31
日
（火）

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班（
☎

62
︲
５
３
６
７
）　

旭
市
津
波
被
災
住
宅
再
建

支
援
事
業

　
住
宅
が
津
波
被
害（
床
上
浸
水
）を

受
け
た
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
支
援
金
を
交
付

し
ま
す
。

要
件

①
「
全
壊
」ま
た
は「
大
規
模
半
壊
」

被
害
を
受
け
、
市
内
に
住
宅
を
建

設
ま
た
は
購
入
し
た
場
合
。

②
「
半
壊
」
被
害
を
受
け
た
住
宅
を

全
部
取
り
壊
し
、
市
内
に
住
宅
を

建
設
ま
た
は
購
入
し
た
場
合
。

③
「
全
壊
」ま
た
は「
大
規
模
半
壊
」

被
害
を
受
け
、
住
宅
を
補
修
し
た

場
合
。

④
「
半
壊
」
被
害
を
受
け
た
住
宅
を

全
部
取
り
壊
し
、
自
ら
が
居
住
す

る
た
め
に
市
内
に
あ
る
住
宅
を
補

修
し
た
場
合
。

⑤
「
半
壊
」
被
害
を
受
け
、
住
宅
の

地
盤
を
復
旧
し
た
場
合
。

⑥
「
半
壊
」
被
害
を
受
け
、
住
宅
を

補
修
し
た
場
合
。

申
請
期
限　

　
平
成
28
年
４
月
11
日
（月）

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班（
☎

62
︲
５
３
６
７
）　

旭
市
被
災
者
住
宅
再
建
資

金
利
子
補
給
制
度

　
居
住
し
て
い
た
住
宅
に
被
害
を
受

…
申
し
込
み

問
…
問
い
合
わ
せ

　
国
や
県
・
市
で
は
、
被
災
者
の
た
め
の
生
活
を
支
援
す
る
各
種
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
申
請
期
限
な
ど
を
確
認
の
上
、
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
く
わ
し
い
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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け
た
人
が
、
住
宅
の
再
建
の
た
め
に

金
融
機
関
な
ど
か
ら
必
要
な
資
金
を

借
り
入
れ
た
場
合
、
金
利
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

申
請
期
限

　
３
月
31
日
（月）

※
融
資
の
実
行
を
受
け
た
も
の
に
限

る
。都

市
整
備
課
建
築
班（
☎
62
︲

５
８
９
５
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
軽
減
措
置

　
住
宅
が
「
半
壊
」
以
上
の
被
害
を

受
け
た
場
合
な
ど
は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す
。

「
半
壊
」
以
上
の
住
宅
の
敷
地
を
所

有
、
ま
た
は
土
地
を
買
い
替
え
た
人

●
住
宅
が
再
建
さ
れ
ず
空
き
地（
さ

ら
地
）の
場
合
、
平
成
33
年
度
分

の
課
税
ま
で
住
宅
用
地
の
特
例
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

●
代
替
え
土
地
を
平
成
33
年
３
月
31

日
（水）
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
被

災
し
た
住
宅
の
敷
地
相
当
分
に
、

取
得
し
た
翌
年
度
か
ら
３
年
間
、

住
宅
用
地
の
特
例
が
適
用
さ
れ
ま

す
。　

※
特
例
に
よ
る
軽
減
率
は
面
積
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

「
半
壊
」
以
上
の
建
物
に
代
わ
る
建

物
（
中
古
を
含
む
）
を
取
得
し
た
人

●
被
災
建
物
を
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で
に
建
て
替
え
た
場
合
、
ま
た

は
代
わ
り
の
建
物（
中
古
を
含
む
）

を
取
得
し
た
場
合
、
被
災
建
物
の

床
面
積
相
当
分
の
税
額
が
、
取
得

し
た
翌
年
度
か
ら
４
年
間
は
２
分

の
１
に
、
そ
の
後
２
年
間
は
３
分

の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
前
記
の
う
ち
自
ら
が
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
と
し
て
、
平
成
26
年
12

月
31
日
（水）
ま
で
に
市
内
に
取
得
し

た
場
合
、
取
得
し
た
翌
年
度
か
ら

６
年
間
、
そ
の
住
宅
の
税
額
は
全

額
免
除
に
な
り
ま
す
。　

償
却
資
産（
事
業
に
用
い
る
機
械
や

器
具
な
ど
）を
取
得
、
ま
た
は
改
良

し
た
人

　
被
害
を
受
け
た
償
却
資
産
に
代
わ

る
も
の
を
、
平
成
28
年
３
月
31
日
（木）

ま
で
に
取
得
、
ま
た
は
改
良
し
た
場

合
、
翌
年
度
か
ら
４
年
間
、
税
額
が

２
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限　

　
随
時税

務
課
資
産
税
班（
☎
62
︲
５ 

３
２
３
）　

介
護
保
険
利
用
者
負
担
額

の
減
免

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
の
居
住

す
る
住
宅
が
「
半
壊
」
以
上
の
被
害

を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
世
帯
の
生

計
を
維
持
す
る
人
が
、
死
亡
、
行
方

不
明
、
重
大
な
障
害
な
ど
に
よ
り
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
に
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
自
己
負

担
額
を
減
免
し
ま
す
。

減
免
期
間

　
平
成
23
年
３
月
11
日
〜
26
年
３
月

31
日

申
請
期
限　

　
４
月
30
日
（水）

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

（
☎
62
︲
５
３
０
８
）

災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け

　
住
宅
や
家
財
な
ど
に
被
害
を
受
け

た
世
帯
に
対
し
、
生
活
再
建
に
必
要

な
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

償
還
期
間

　
13
年（
据
え
置
き
期
間
含
む
）

利
率

　
無
利
子（
連
帯
保
証
人
あ
り
）、
年

１・５
％（
連
帯
保
証
人
な
し
）

申
請
期
限　

　
平
成
30
年
３
月
31
日
（土）

社
会
福
祉
課
社
会
班（
☎
62
︲

５
３
１
７
）

東
日
本
大
震
災
復
興
緊
急

保
証
制
度

　
直
接
的
な
被
害
や
風
評
被
害
な
ど

を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
資

金
繰
り
支
援
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

要
件

①
登
記
上
の
本
店
所
在
地
が
市
内
に

あ
る
法
人

②
営
業
本
拠
地
が
市
内
で
あ
る
個
人

事
業
主

融
資
期
間

　
10
年
以
内（
据
え
置
き
２
年
以
内
）

保
証
料
率

　
０・８
％
以
下

利
率

　
金
融
機
関
所
定
利
率

申
請
期
限　

　
３
月
31
日
（月）

商
工
観
光
課
商
業
振
興
班（
☎

62
︲
５
８
７
４
）

　震災で住宅を失い、住まいの確保が困難な
人の住居となる、復興住宅の入居者を追加募
集します。
募集住宅／復興住宅（萩園1810）
住宅形式／集合住宅、鉄筋コンクリート３階
建て
募集戸数／１戸（１ＤＫ）
家賃／入居世帯員全員の月収や、間取りなど
から算出
募集期間／２月17日（月）〜28日（金）
※土・日曜日を除く。
申し込み方法／入居申込書に必要事項を記入
し、持参または郵送で申し込んでください。
※28日必着
申込書の配布場所／財政課、各支所、両仮設
住宅の集会所
申し込み（入居）の主な資格／●震災で住宅を
失った（全壊または大規模半壊などで、住宅
の解体を余儀なくされた）世帯で、住宅に困
窮している　●住宅再建に関する補助金（被
災者生活再建支援金の加算支援金など）を受
けていない世帯
※このほかの要件、入居決定方法などは、申
込書の「募集案内」で確認できます。

〒289-2595　旭市ニの1920　財政課
管財営繕班（☎62-5315）

旭市災害公営住宅（復興住宅）の
入居者を追加募集
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漏
水
の
兆
候
を
チ
ェ
ッ
ク

●
特
に
理
由
が
な
い
の
に
、
使
用
水

量
が
増
え
て
き
て
い
る
。

●
蛇
口
を
よ
く
閉
め
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
水
が
垂
れ
て
い
る
。

●
水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
蛇
口

な
ど
に
耳
を
当
て
る
と
「
シ
ュ
ー
」

と
音
が
す
る
。

●
水
道
管
を
埋
め
て
あ
る
付
近
の
地

面
や
壁
面
な
ど
が
湿
っ
て
い
る
。

●
給
湯
設
備
な
ど
の
配
管
か
ら
水
が

流
れ
出
て
い
る
。

●
水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
、
宅
内

か
ら
側
溝
な
ど
に
排
水
し
て
い
る
。

●
水
洗
ト
イ
レ
の
水
を
流
し
て
い
な

い
の
に
、
水
が
流
れ
て
い
る
。

漏
水
時
の
対
処
方
法

　

応
急
処
置
と
し
て
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
右
に
回
し
、

水
を
止
め
ま
す（
写
真
①
参
照
）。　

【
蛇
口
か
ら
漏
水
し
て
い
る
場
合
】

　
旭
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
水
洗
ト
イ
レ
や
給
湯
設
備
な
ど
か

ら
漏
水
し
て
い
る
場
合
】

　
器
具
に
止
水
栓
が
あ
れ
ば
、
水
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
器
具
の

修
理
や
交
換
は
、
取
り
付
け
た
業
者
、

ま
た
は
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
第
一
止
水
栓
か
ら
宅
内
側
の
配
管

で
漏
水
し
て
い
る
場
合
】

　
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連

絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用

は
、
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
第
一
止
水
栓
と
は
、
道
路（
本
管
）

側
か
ら
宅
内
側
に
向
か
っ
て
最
初

に
あ
る
止
水
栓
の
こ
と
。
第
一
止

水
栓
か
ら
本
管
側
、
ま
た
は
道
路

上
で
漏
水
し
て
い
る
場
合
は
、
水

道
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
は
？

　
家
庭
の
給
水
装
置（
水
道
管
）は
、

皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
り
、
自
分
で
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
漏

水
で
通
常
よ
り
請
求
が
高
額
に
な
っ

て
も
、
原
則
と
し
て
水
道
メ
ー
タ
ー

で
計
量
し
た
水
量
に
対
す
る
料
金
は
、

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
次
の
全
て
の
条
件（
①

と
②
）を
満
た
す
場
合
の
み
、
一
部

減
額
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
地
下
や
壁
内
、
床
下
の
漏
水
で
、

地
表
や
外
観
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、

流
水
音
な
ど
も
な
い
な
ど
、
発
見

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
。

②
漏
水
発
見
後
、
速
や
か
に
漏
水
の

修
理
を
完
了
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
い
る
な
ど
、
適

切
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
場
合
。

※
前
記
の
条
件
を
満
た
し
て
も
、
次

の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
給
水
装
置
を
損
傷
さ
せ
て
漏
水
し

た
場
合
。

●
無
届
け
で
給
水
装
置
の
改
造
を

行
っ
た
場
合
。

●
市
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
工
事

業
者
が
修
理
し
た
場
合
。

●
井
戸
水
の
配
管
を
水
道
に
切
り
替

え
て
使
用
し
て
い
る
場
合
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
63
︲
８
８
８
１

水
道
課
工
務
班

☎
63
︲
８
８
８
２

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
で

漏
水
の
早
期
発
見
と
対
応
を

１．�家の蛇口を全て閉め、トイレや給湯設
備などで水を使用していないことを確
認します。

２．�メーターボックスを開け、メーターの
ふたを開けます。

３．�パイロットが少しでも回っていれば、ど
こかで漏水しています。指定給水装置
工事事業者に連絡し、修理しましょう。

パイロット

漏
水
の
発
見
方
法

写真①右へ止まるまで回す

　
最
近
「
水
道
の
使
用
水
量
が
増
え
て
い
る
が
、
水
道
管
の
漏
水
で
は

な
い
か
」
と
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
漏
水
は
、
初
め
は
わ
ず
か
な
量
で
も
次
第
に
多
く
な
り
、
料
金
も
高

額
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
早
期
発
見
が
大
切

で
す
。
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「備えよう　始めよう　防災教育」 
〜さまざまな災害から命を守る〜
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災は、未曽
有の被害と共に、私たちに大きな衝撃と悲しみを残しま
した。
　子どもたちがさまざまな災害から命を守るための力を
育み、未来へ生かしていけるよう、防災教育を推進して
います。

自らの命を守る学習
　東日本大震災を教訓にして、小学校版「地震・津波の
教科書」、中学校版「防災対策総合ガイド」を昨年９月に
発行。市内小中学校に配布しました。

さまざまな防災教育を実施
　学校では地域の実態に応じたさまざまな訓練を通し、
学校防災体制の見直しを毎年行っています。
　また通常の避難訓練のほか、授業中、休み時間や清掃
時間などにも非常事態を想定した訓練を行い、防災意識
を高めています。
　今後も、地域と学校が一体となって防災体制を充実し
ていけるよう努めていきます。

命を守る学習本　小学校版「地震・
津波の教科書」

　市内小中学校の校長会議で、県環境生活部県民生活課
から講師を招き｢ネット社会と青少年｣という演題で講演
会を行いました。携帯電話やスマートフォンなど、イン
ターネットの普及による、子どもたちへの情報モラル教
育の重要性とネット社会の危険性について、再認識させ
られました。
　昔は、鉛筆を削らせるために、小刀の正しい使い方を
教えたものです。間違った使い方をしていたら、厳しく

叱っていました。ものにはそれぞれ正しい使い方があり
ます。誤って人を傷つけてしまうような危険性があるも
のの場合には、親などの大人が責任を持って教え、与え
てきました。
　ものの使い方の善しあしは、子どもたちの周りにいる
大人が教えていかなければなりません。何事も経験が必
要といいますが、取り返しのつかない失敗は、多くの人
を犠牲にしてしまいます。
　いまや誰もが使えるインターネット。携帯電話はもち
ろんのこと、ゲーム機からもインターネットにつながる
時代です。ネット社会における危険性をどれだけの大人
が理解した上で、子どもたちに与えているのでしょうか。
ややもすると、インターネットに関する知識は、子ども
たちの方が先行しているのかもしれません。
　与えた者の責任として、家庭内でしっかりとルールを
決めて、正しく使える力を身に付けさせることが、大人
としての大切な役割ではないでしょうか。

ものの使い方の善しあし

夛田 哲雄

 
教育委員会教育長

教 育 委 員 コ ラ ム

学びのひろば旭 vol.5
旭市教育委員会

庶務課　　（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）
生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

　昨年12月には、こ
の教科書を監修した大
学教授と、地元紙芝居
劇団を飯岡小に招き、
防災教室を行いまし
た。児童たちは、地震
や津波に関するクイズ
や紙芝居を通して、危
険性や対応策などを学
びました。
　今後も、旭市の子ど
もたちが大災害への備
えに向け、進んで行動
できる「減災社会」の担
い手となるよう取り組
んでいきます。

①大学教授による防災教室（飯
岡小）　②津波警報による高台
への避難訓練（海上中）　③校舎
からグラウンドへの避難訓練
（中和小）　④保護者と一緒に高
台への避難訓練（三川小）　⑤保
護者への引き渡し訓練（中央小）

①

③

⑤

②

④

〈避難訓練などの様子〉
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旭市社会福祉協議会
「平成25年度災害ボランティア研修会」
日時／２月23日（日）　午後１時30分
〜３時45分
場所／飯岡保健センター多目的ホール
定員／50人
内容／「災害時の決断」をテーマとした
講義とグループワーク

旭市社会福祉協議会旭支所（☎64-
2570）

水道の安定供給を図るため理解と協力を！
水道設備の点検を行います
　水道の安定供給を図るため、旭配水
場設備の点検を行います。点検中は、
市内の一部地域で水の出が悪くなるこ
とがあります。
日時／２月22日（土）　午後１時〜４時
対象地域／旭地域　※海上・飯岡・干
潟地域に影響はありません。
水道課工務班（☎63-8882）

「安全で安心して住めるまち・旭市」
を目指して　防犯講演会を開催
日時／２月20日（木）　午後６時〜
場所／旭市商工会館３階大研修室
内容／千葉県警察、旭警察署による講
演、防犯パトロールの情報交換など
旭市エンジョイパトロール隊・林

（☎63-0246）

パートナーと一緒に
「つばき杯ビギナーズテニス・ミックス大会」
日時／３月16日（日）　午前８時〜
場所／東総運動場
対象／県内在住または在勤・在学の硬
式テニス初心者
種目／ミックスダブルス
申し込み方法／２月22日（土）から、電
話または直接窓口で申し込んでくださ
い。
費用／１組2,000円（保険料含む）
東総運動場（☎68-1061）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／２月28日（金）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-37-6844）　※土・日�
曜日、祝日を除く。

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：２月23日（日）　午
前８時30分〜午後５時

●夜間納税窓口：２月25日（火）　午
後８時まで

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

…申し込み　問…問い合わせ

　インターネットの通販で「代金を払ったのに商品が届
かない」などのトラブルが急増しています。

【相談事例】
注文したが商品が届かない
　ゴルフクラブが安いサイトを見つけ注文。代金は前払
いで、指定の個人名義の口座に振り込んだ。「配達日指定
で送る」とメールは来たものの、商品が届かない。
注文したものとは別のものが届いた
　ブランド品のスーツケースの格安販売サイトを見つ
け、代金３万円を指定の個人名義の口座に振り込んだ。
「発送した」とメールが来たが、届かないので何度もメー
ルで催促した。やっと届いた荷物の中身は、携帯電話の
液晶画面の保護フィルムだった。
前払いするよう誘導された
　外国製のショルダーバッグを扱うサイトで、クレジッ
トカード決済が可能と出ていたが、注文画面ではカード
番号などを入力する欄がなかった。不審に思ったが商品
を注文した。その後「代金は銀行に」と国内銀行の個人名

義の口座を案内されたので、１万円を振り込んだ。「入金
確認後に国際宅配で送る」とメールが来たが、商品は届
かなく問い合わせをしても返信がない。

【アドバイス】
個人名義の口座には絶対に前払いしない
　先に代金を払ってしまうと、商品が届かない場合だけ
でなく、届いた商品に問題があっても、それらのリスク
は消費者が負うことになります。屋号や店舗名がない個
人名義の口座に、前払いはしないでください。
注文前でも不安なときは消費生活センターに相談を
　支払い済みの契約で、相手に返金させることは困難で
す。注文前に不安があるとき、また代金の振り込み後で
も相談してください。
振り込んでしまったら銀行と警察にも相談する
　振り込み後に商品が届かない場合は、振り込んだ銀行
と、警察にも相談してください。
問旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話
（☎62-8019）

インターネットの通信販売（通販）トラブル
「個人名義の口座への前払い」に注意

消費生活センター

ほっと通信 Vol.35

？
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くらしのインフォメーションi

募集
Recruitment

市営住宅の入居者

募集期間／２月17日（月）〜28日（金）
※土・日曜日を除く。

〈募集住宅〉
●みどり住宅（ニの5665）
　�２ＤＫ（36.52㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和47年度建設…２戸

申し込み方法／財政課または各支所に
ある決められた用紙に必要事項を記入
し、必要書類を添えて提出してくださ
い。 ※申し込み（入居）には、一定の
条件があります。また東日本大震災に
より「滅失した住宅」に居住していた場
合は、入居資格の特例措置の対象とな
ります。

財政課管財営繕班（☎62-5315）

臨時職員（大原幽学記念館）

期間／４月１日（火）〜９月30日（火）
勤務時間／午前８時〜午後４時45分
業務内容／大原幽学遺跡史跡公園の管
理など
募集人数／１人
賃金／日額6,600円　※通勤手当あり
提出書類／履歴書（写真添付）
申込期限／２月28日（金）　

大原幽学記念館（☎68-4933）

催し物
Events

春の火災予防運動に併せて開催
小中学生防火ポスター展
　春の火災予防運動に併せて、市内小
中学生を対象とした防火ポスター展を
開催しています。
期間／２月15日（土）〜27日（木）
※優秀作品は、３月１日（土）〜７日（金）
まで市役所本庁舎ロビーに展示。

場所／旭地域：総合体育館、海上地域：
海上公民館、飯岡地域：いいおかユー
トピアセンター、干潟地域：干潟公民
館
消防本部予防課（☎63-5356）

謎解き宝探しイベント
「THE宝探し」
　飯岡地域内に隠された宝箱を探し、
その中のキーワードを集めて景品を当
てよう。ヒントが書かれた地図は、２
月21日（金）から配布されます。
日時／２月23日（日）　午前11時〜午
後３時30分　※荒天中止
場所／いいおかみなと公園
費用／無料
地図配布場所／市役所本庁、市民会
館、第二市民会館、海上公民館、いい
おかユートピアセンター、干潟公民館、
青年の家、総合体育館　※23日には、
いいおかみなと公園特設テントと飯岡
刑部岬展望館〜光と風〜でも配布。タ
カラッシュのホームページ（http://w 
ww.takarush.jp/promo/iioka/）か
らもダウンロード可。
飯岡観光協会（☎62-5338・商工観

光課観光班内）

普段は見られない舞台裏を公開
「バックステージツアー」
日時／２月22日（土）　午後２時〜（受
け付け：午後１時30分〜）
場所／東総文化会館
定員／30人
内容／音響機械や照明などの操作体験
費用／無料

東総文化会館（☎64-2001）

土気シビックブラスアンサンブル
「スプリングコンサートあさひ」
日時／３月１日（土）　午後３時〜
場所／飯岡保健センター多目的ホール
曲目／カーペンターズメドレー、演歌
メドレーなど
入場料／無料
土気シビックブラスアンサンブル・
安藤（☎080-6638-6311）

お知らせ
Information

春の火災予防運動
「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」
　３月１日（土）〜７日（金）に、春の火
災予防運動が実施されます。春先は空
気が乾燥し、１年で最も火災が発生し
やすい季節です。就寝前や出掛ける前
には、もう一度火の元を確かめましょ
う。 
消防本部予防課（☎63-5356）

もしものときに備えて
春季総合消防訓練を実施します
日時／３月２日（日）　午前９時30分〜
11時
場所／干潟公民館
内容／初期消火、火災防御、救急・救
助訓練　※訓練の見学可
消防本部警防課（☎63-5357）

利用してみませんか
リサイクル情報コーナー
　使用しなくなった生活用品の有効利
用を進めるために、市役所本庁舎・各
支所の１階ロビーに「リサイクル情報
コーナー」を設置しています。
環境課環境政策班（☎62-5328）

贈り物にぜひ
「旭フレッシュ宅配便」
発送予定日／２月27日（木）
内容／イチゴ、レンコン、小松菜など
価格／レギュラーサイズ2,980円、ビッ
グサイズ5,000円　※税・送料（関東地
区まで）込み
締め切り／２月20日（木）

旭市農産物直売館（☎62-6048）

一人で悩まず相談を
「労災職業病なんでも相談会」
日時／２月22日（土）　午後１時〜４
時　
場所／千葉市中央コミュニティセン
ター６階講習室５
費用／無料
千葉中央法律事務所（☎043-225-4 

567）

？
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　カブの根の部分は淡色野菜、葉はビタミンやミネラルをたっ
ぷり含んだ緑黄色野菜です。丸ごと味わいましょう。
　保存は、葉と根を切り離して別々にポリ袋に入れておくと、
おいしさが保たれます。

VOL.49 カブの豆乳スープ

①�カブは皮をむかずに縦８等分にし、隠し包丁を入
れる。葉と茎は３cm程度の長さに切る。
②ショウガは千切り、シメジは小房に分ける。
③鍋にごま油と②のショウガを入れ弱火にかける。
④�③にホタテ缶の中身を汁ごと加え、さらに豆乳、
酒、①、②のシメジを入れて中火で沸騰させる。
⑤�煮立ったら弱火で10分ほど煮込み、塩、こしょう
で味を調える。
※�残ったカブの葉は塩ゆでし、冷凍にしておくと煮
物や彩りなどに使えて便利です。

作り方

【２月１日現在】		  前月比　
　人　口	 68,453人　	（▲81人）
　　男	 33,479人　	（▲54人）
　　女	 34,974人　	（▲27人）
　世帯数	 24,983世帯	（▲16世帯）

人のうごき

【１月の移動】
　転入　105人　　出生　39人
　転出　153人　　死亡　72人

火災
【１月】　　　　  平成26年の累計
　建物火災	 1件	 （1件）
　そのほかの火災	3件	 （3件）

交通事故
【１月】　　　  平成26年の累計
　事故件数	 152件	 （152件）
　死亡者数	 1人	 （1人）

データシート

旭 産旭 産
簡単・ヘルシーレシピ

おいしく 食べよう

平成26年２月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

材料 （４人分）
カブ････････････････ ３個
カブの葉･･････････ １個分
ショウガ･･････････ １かけ
シメジ･････････････1/2株
ごま油･･････････ 小さじ１

ホタテ缶･･････････ 小１缶
豆乳･･････････････ 400ml
酒･･････････････ 大さじ２
塩・こしょう･･････ 各少々

「ヨーイ、ヨイヨイ」とはやし言葉で調子を取り、
民謡「飯岡盆唄」が響いた。披露してくれたのは、

まだ社会に出て間もない19歳の青年だ。
　民謡は幼いころから自然と耳にしていた。歌の師匠と
加瀬家は家業が同じだったことから、50年来の付き合
い。家族が、師匠たち民謡愛好家の発表会によく連れて
行ってくれたそうだ。ただ「やってみよう」と始めたの
は３年ほど前。「まだ声が定まらなくて」と頭をかく。
　「いつから」「どういったときに」など、民謡の歴史的
背景を知ることも大切だと思っている。当時の風俗や言
葉を学び、情景を思い浮かべながら歌う。「そうすると、
ただ歌うのとは違い、何とも言えない歌になるんですよ」
と。なお調べ上げたものは「千葉県の民謡」や「飯岡盆
唄」と題し、独自の文献としてまとめてあるそうだ。

歌い継いでいく
「ふるさとの民謡」を

加瀬 洋太さん（野中）

 
日本民謡愛好家

１人分の栄養価　エネルギー99kcal、塩分0.5g

【飯岡盆唄】
　江戸時代以来伝承とされる盆踊
り歌。古く飯岡海岸での盆踊りで、
よく歌われたという。先人たちの
努力でレコード化もされた。
　加瀬さんが所属する旭民謡会で
は、この歌を知ってほしいとさま
ざまな場で披露している。

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.32

　昨年、民謡の県大会に飯岡盆唄で出場した。結果は残
せなかったが「いつか優勝したいな」と思うようになっ
た。そしてたくさんの人が集まる場で、旭の民謡を披露
できたことがうれしかった。「千葉県の民謡、旭の民謡
を多くの人に知ってほしい」と願っているから。
　「ふるさとの民謡」へのこだわり。全国各地にいい民
謡があるが、その土地に育った人が歌ってこそ出せる情
緒があると感じている。「風土を知っている分、深い味
わいが出て格別な歌になります。だから伝え残していか
ないと」――。そう話すと、稽古に向かった。
行政へ一言！
　家の周辺はコミュニティバスが通りません。車を運転
できない高齢者も多く、買い物など出掛ける際に不便で
す。もう少し運行ルートを開拓してくれたらと思います。


